３．単元指導計画
＜単元の目標＞
◎我が国における自然災害やその防止の取り組みの様子に関心をもって意欲的に調べ，我が国の国土では自然災害が起こりやすく，国や都道府県などが様々な対策を進めていることや，国民一人ひとりが協力したり防災意識を高めたりすることが大切であることを理解し，防災のための自分たちの取り組みについて考えようとする。
	単元名
	自然災害を防ぐ
	６時間
	１２月

	次
	時
	学　　　　習　　　　活　　　　動
	◎資料　◆防災教育の観点　□評価規準

	１　導　入
	１　我が国の自然災害
	ねらい　日本で起きる自然災害や自然災害が起きる原因について調べる活動を通して，日本にはいろいろな自然災害が起きやすい国土の特徴があることに気付き，自然災害を防ぐためにどのような取り組みを行っているかに関心をもつことができる。

	
	
	１　全国で起こっている自然災害について知る。

　なぜ日本ではいろいろな自然災害が起きるのだろう。
２　自然災害が起きる原因について調べる。
　　・日本の国土は，４つのプレートの上にあり,地震が起きやすい。
　　・降水量が多く,発達した台風の通り道にもなっている。
　　・急峻な山地が多く，急流で短い河川が多いという地形に問題がある。
３　安心して生活できるようにするためにはどうすればよいか考え，交流し合う。


	◎様々な自然災害の写真
◎自然災害年表
◎日本地図
◎日本の降水量グラフ
□自然災害が起きやすい日本では，それを防ぐためにどのような取り組みがあるかに関心をもち，学習問題を建てている。
【関心・意欲・態度】
◆日本には，様々な自然災害が起きやすい国土の特徴があることがわかる。
＜覚えておくこと＞

	２　災害を防ぐための国や地方公共団体の取り組み
	２　岐阜県の取り組み
	ねらい　可茂土木事務所河川砂防課の取り組みを調べる活動を通して，岐阜県では自然災害を防ぐための設備を整えるだけでなく，県民の防災
に対する意識を高めるための様々な働きかけをしていることを理解することができる。

	
	
	１　写真に写っているものが何かを考え,話し合い，国の防災対策や事業について知る。
２　６月に学んだ「砂防講座」の内容を思い出す。

　自然災害を防ぐために，岐阜県ではどのような取り組みをしているのだろう。
３　資料を見て,分かったことを発表し合う。
　　・可茂土木事務所河川砂防課では,災害を防ぐために,日頃から県内をパトロールし,危険
箇所には砂防などをつくっている。
　　・パンフレットを作ったりホームページを使ったりして,県民に防災の働きかけをしてい
る。
４　岐阜県の取り組みをまとめる。
	◎防災設備の写真
◎砂防講座の写真
◎可茂土木事務所の取り組み
□可茂土木事務所の防災取り組みと，県民の防災意識を高めたいという願いを理解することができる。　　　　　　【知識・理解】
◆災害から自分達の命を守るためには，防災設備をつくるだけでなく，住民の防災意識を高めなければならないことに気付く。
＜考える力＞

	
	３　御嵩町の取り組み
	ねらい　御嵩町で起きた災害を振り返り，自然災害を防ぐための町の取り組みを調べる活動を通して，さまざまな防災の取り組みを地域住民が行う機会を設けることで御嵩町民に自分の命は自分で守る意識を高めてほしいという御嵩町の願いに気付くことができる。

	
	
	１　２年前の御嵩町の災害を振り返る。

　自然災害を防ぐために，御嵩町ではどのような取り組みをしているのだろう。
２　資料を見て，分かったことを発表し合う。
　　・ハザードマップを作成し，起こりうる災害とその危険について町民に知らせている。
　　・町民が自分達の命は自分達で守る意識を高めるための行事や講座を行っている。
　　・地域の人達にも，自分の命は自分で守るという意識をもってほしいと思っている。
３　御嵩町の取り組みをまとめる。
	◎２年前の御嵩町の災害の様子（写真）
◎御嵩町のハザードマップ
◎防災に関わる行事
◎建設課の方のお話
□自分の命は自分で守る意識を高めたいという御嵩町の願いを理解することができる。
【知識・理解】
◆住民の防災意識を高めたいという願いが，県も町も共通していることに気付く。
＜考える力＞

	３　地域のみんなで災害を防ぐ
	４　消防団の活動　　本　時
	ねらい　消防団の活動について調べたり，消防団の人の手紙を読んだりする活動を通して，消防団の人たちが命がけで災害から自分達の地域を守ろうとしていることに気付き，自分達にできることを考えることができる。

	
	
	１　上之郷地区で起きた災害や，地域で防災に関わる人を想起する。

　消防団の人達はどんな仕事をどんな思いで行っているのだろう。
２　資料を見て話し合う。
　　・消防団は火事の時だけでなく，災害が起きたときに備えて訓練を行っている。
　　・自分達の地域は自分達で守ろうという気持ちで，命がけで活動をしている。
　　・地域の人達にも自分の命は自分で守るという意識をもってほしいと思っている。
３　消防団の仕事や消防団の人の思いをまとめる。
	◎上之郷で起きた災害の様子（写真）
◎「命を守る学習」でお世話になった人（写真）
◎消防団の組織
◎消防団の１年間の活動
◎消防団が活動する様子（写真）
◎消防団員さんからの手紙
□消防団の人達の思いを受け止め，命を守るために自分にできることを考えてノートにまとめることができる。
【社会的な思考・判断・表現】
◆消防団は，自分達の地域の人の命は自分達で守るという使命感をもって様々な活動を行っていることを理解することができる。
＜心構え・生き方＞

	４
まとめ
	５
・
６
災害から身を守るために
	ねらい　防災リーダーの手紙から，自分の命は自分で守らなければいけないという意識を高め，そのためにできることを考えることができる。

	
	
	１　防災リーダーの手紙を読み，感想を話し合う。

災害から身を守るために，自分達に何ができるかを考えよう。
２　これまでの学習をもとに，自然災害の被害を防止するために自分達にできることを考え，作品に表現する。
　・ハザードマップを見直して危険な場所を確認し，家族の約束を作る。
　・近所の人と災害図上訓練を行う。
　・防災訓練に進んで参加する。
　・家でも防災グッズをきちんと準備する。
３　作品を紹介し合う。

	◎防災リーダーの手紙
◎「命を守る学習」のファイル
◎作品カード
□周りの人と協力して，日ごろから災害に備えたり，防災意識を高めたりすることが大切であることを作品に表現している。
【技能】
◆公助には限界があることを確認し，災害から自分の命を守るために，これからの生活で改善できることを考えている。
＜考える力＞


小単元の学習問題


　いろいろな自然災害が起きやすい日本では,災害を防ぐためにどのような取り組みを行っているのだろう。








